












































































































































































































































































































































































か故也、何んとなれは生活は行働の一種なれはなり』。（Why is not pleasure continual? Because 
none of the human faculties are capable of continuous action. Now pleasure has not this power any 
more than the others, for it is only the consequence of action-It is probable that, if all men love pleasure 




































































































































































































































































リン ·ギディングス（Franklin H. Giddings，1855-1931）である。章は遠藤隆吉
の翻訳したギディングス『社会学』（The Principles of Sociology）を読んでおり、

















































































































































Toward the New Theory of Vision）における主観唯心論原理を紹介し、「吾人は外
物の物質的存在（material existence）を認むること能はず、外物はただに観念
（ideas）として存在するのみ……吾人は感官に映写する観念即記号によりてそ
の外物となす所のものを解するものなること」と述べている 
56
。宋教仁は章炳
麟が 1906年に出獄した際の状態について記し、「読仏典雑記」執筆時の章炳麟
の精神世界を生き生きと復元させている。「哲学に話が及ぶと、枚叔〈章〉は
精神万能説を強く主張した。万事万物の本質はみな無であり、自己の心の一念
がこれを存在すると認識することで、初めてそれは存在するのである。所謂物
質もまた、一念の中でこの物質に由来すると認識されることで、初めてそれが
存在するにすぎない（談及哲学，枚叔甚主張精神万能之説，以為万事万物皆本
無者，自我心之一念以為有之，始乃有之矣。所謂物質的，亦不過此之一念中以
為由此物質，始乃有之耳）」 
57
。
「読仏典雑記」は氷山の一角に似ていて、章炳麟が転換期に対話した仏学、
ドイツ形而上学など多くの複雑な思想の命題がそこにもつれ合っている。「読
仏典雑記」と『哲学叢書』の関係は、これらの命題の熟成と展開が章炳麟によ
る井上哲次郎及びその系列の学説の受容・再考の中に安置されねばならず、そ
れによって初めて歴史的意義を得られることを我々に示唆している。
Keywords：章炳麟　『哲学叢書』　森内政昌　井上哲次郎
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